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手がターン構成単位 TCU(Turn Construction Unit)を産出している途中、(2) 基本連鎖の第二部分、(3) 質問-
応答連鎖の第三の位置、(4) 一連の連鎖が収束可能な位置に至った後、の 4つの位置が挙げられており、第 3
章から第 6 章にかけてこれらが順に論じられる構成となっている。 
第 2 章では、会話分析の手法と基本概念を紹介したのち、本研究で扱う会話データの詳細と会話のトランス
クリプトの記号が紹介されている。 








































































 令和 2 年 1 月 27日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で
合格と判定された。 
 
３ 結論 
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を
有するものと認める。 
 
